
 

■中学校実践事例 

第２学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名 個人における責任や役割  【Ｃ よりよい学校生活、集団生活の充実】 

２ 教材名  「私の班行動の思い出」（明治図書「中学生に道徳力をつける授業で使える新資料 35選」） 

３ 主題設定の理由 

ねらいとする価値 

 本主題では、学校の一員として自分の役割や責任を自覚し、集団の充実や向上のために正しいと判断し

、適切な行動を取ろうとする意欲と態度の育成をねらいとしている。気の合う仲間同士になると、甘えで

無責任な行動をとる傾向があるため、利己心や狭い仲間意識を乗り越え集団の充実のために、自己の役割

や責任について考えることは大変重要である。また、いずれ最上級生として学校をまとめる立場に立つ学

年であるため、集団の充実のために何が出来るのかを考え行動する力を培うために、本時の教材から主人

公の気持ちを追究させることで、仲間と協力して目標を乗り越える楽しさや充実感を得る素晴らしさに気

付き、集団のために自己の役割や責任は何かを考えることが出来る本主題は大変意義深い。 

 

教材について  発問・表現活動 

 本教材「私の班行動の思い出」は、主人公を

含めた４人が、修学旅行の班別自主研修で京都

市内を計画的に班行動する予定だったのを、途

中男女に分かれ、それぞれが好き勝手に行動を

した結果、他の班の達成感のあふれた楽しそう

な会話を聞き、自分たちがしてしまった身勝手

な行動に後悔してしまうという内容である。こ

の日のために班行動の準備をしてきたはずが、

誰も見ていない状況になると自分勝手な気持

ちが出た結果、男女に分かれて行動をしてしま

う。班長である主人公も班長としてどう発言し

行動するべきか考えずに楽な方を選んでしま

う。生涯の思い出となるはずの修学旅行の班行

動が、身勝手な行動を取ってしまうことにより

後悔で終わってしまう。 

本学級の生徒も、学校生活の中で利己心や狭

い仲間意識から自分勝手な行動を取ってしま

うことがある。そこで、本教材の主人公の気持

ちを、自分自身に置き換えて考えさせながら追

究することで、目標を目指して仲間と協力する

ことの重要性や集団のために個人の役割や責

任を果たそうとすることの大切さに気付くき

っかけとなると考える。 

【活用類型】：共感的活用 

 ①共感場面の取り出し 

「提案を受けた時は、どのような気持ちだっ

たでしょう？」 

 ②共感の波及・深化 

「悔しくてたまらない気持ちになったのは

なぜでしょう？」 

「なぜ、先生に正直に告白しようと思ったの

でしょう？」 

 ③共感のもとにある価値の明確化 

「班長（班員）だったら、どうすることがで

きるか？なぜ、その行為が大切なのか？」 

【表現活動】：交流活動 ホワイトボード 

 

 

 

 

提案を受けた時に、私は班のためにどうす

ることが出来るのかを考える。また、考えた

行動を取ろうとする理由を意見交流して考

えを深める。 

 

 

 

・学校や学級のみんなのため、係活動など

責任をもつて取り組みたいと思う。 

    ・みんなで目標を達成しようと言う。 

    ・みんなで目標を達成する楽しさが分かり

これからの行動に責任をもちたい。 

    ・女子同士で班長としての負担も減るかも。 

 

生徒の実態 

 本学級の生徒は、学校内の決められたルールの大切さは知っている。また、社会は憲法や法律などに基

づいて成り立ち、ルールの中で生活が営まれていることも理解している。しかし、大人の目が行き届かな

い場面や気の合う友人同士なると、甘えが生じ誘惑に流され、無責任な行動を取ってしまう傾向がある。

また、一人一人が役割や責任を果たし、様々な困難を仲間と協力して乗り越える大切さについては理解が

不十分である。そのため、利己心を乗り越え集団の充実のため個人の役割と責任を自覚する機会の提示が

必要と考える。そこで、学校や学級の一員として自己の役割や責任を自覚し、集団の充実に努めることの

素晴らしさについて理解させ、正しい行動を取るための個人の役割や責任について考えさせられる本教材

は大変意義深い。 

 

心
情
の
段
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４ 本時の学習   

（１）本時のねらい 

○ 主人公の気持ちを追究することで、仲間と協力して目標を乗り越える楽しさや充実感を得ることの

素晴らしさに気付き、集団の充実のために行動を取ろうとする意欲を高めることができる。 

○ 集団の充実のため自己の役割や責任とは何かを考え、これからの学校生活で実践していく態度を身

に付けることができる。 

（２）準備  読み物教材「私の修学旅行の思い出」、写真、ワークシート、アンケート、ホワイトボード 

（３）展開 

 活動と内容 主な発問と児童の反応 教師の支援、意図・評価（☆） 

導

入 

 

 

 

 

１ 集団についてのアンケートを

表示する。 

○ 修学旅行の班行動について

の気がかりをもつこと 

 

○ 集団生活の中で自分の思いを我慢し

て後悔した経験はないですか？ 

・体育会の種目を友達にゆずった。 

・友達が掃除を怠けようとしたけど、何 

も言えずに自分だけが掃除をした。 

○ アンケートをもとに、集団

生活上で我慢して後悔した

経験にふれ、さらに、修学旅

行の話題から教材の内容に

入る。 

☆ 集団生活の問題や教材に

興味をもっているか。 

展

開

前

段 

２ 男子から提案を受けた時の私

の気持ちについて考える。 

○ 提案を受けた時の私の気持

ちを追究し自分の考えを明確

にして判断すること 

○ 提案を受けた時の私はどのような気

持ちだろう？ 

・勝手な男子が嫌で腹が立つ。 

・女子同士で気が楽だし、班長として負

担が減るかも。 

○ 私の気持ちの弱さを追究

できるように、補助質問をし

て気持ちを追究させる。 

「なぜホッとしたのか？」 

・ペア対話でお互いの意見を 

交流させる。 

展

開

後

段 

 

 

 

 

 

３ 私の気持ちの変化について考

える。 

 

○ 班活動について、主人公の

私はどうすることが出来るの

かを考え話し合うことで自分

の考えを付加・修正・強化する

こと  

 

 

 

 

◎ 集合時に悔しくてたまらない気持ち

になったのはなぜだろう？また、私は

何を大切にしたかったのだろう？ 

・班行動の楽しさに気が付いたから。 

・みんなで目的を達成した時の充実感。 

◎ なぜ、先生に正直に報告しようとし

たのだろう？ 

・班長なのに班員も後悔させてしまい自

分がゆるせないから。 

・修学旅行をこのまま過ごすことはでき

ないと思い直し、今からの自分の行動

に責任をもちたかったので。 

◎ もし、あなたが班長（班員）だった

らどうすることができるか。なぜ、そ

のような行為をすることが大切なの

か？ 

・みんなで計画を達成しようと言う。 

・班長としての役割や責任を果たすこと

で自分も班員も後悔させないため。 

・ペア対話でお互いの意見を 

交流させる。 

 

 

 

○ ホワイトボードを活用し

私の気持ちや転換点の場面

に立ち返った時にどうする

ことが出来たのか、さらに、

その行為を行う理由を書か

せる。個人で考えた後に、班

で考えをまとめ全体で交流

させる。 

☆ 班活動について、主人公は

転換点の場面でどうするこ

とが出来たのかを考える。さ

らに、その行為を行う大切さ

を交流し自分の考えを深め

ようとしているか。 

終

末 

 

 

４ 授業のまとめをする。 

○ 感得した価値の実現をめざ

していこうとする実践意欲を

高めること 

○ これからの集団生活の充実のため、

どのようなことを頑張っていきたいと

思いますか？ 

 

 

 

 

○ 導入時のアンケートにふ

れ、これからの集団生活への

生かし方や思いを書かせ、実

践への意欲につなげる。 

 

 

めあて  よりよい集団とはどのようなものか？ 

学級や学校のために、自分に何が出来るのかを考えながらこれからの学校生活を送りたいと思う。

そして、みんなのことを考えて責任をもってこれからの係活動などを行っていきたい。 



 

５ 授業の実際 

〈導入〉   学年・学級集団の中で、自分の思いを我慢して後悔した経験を発表し合うとともに、１１月

に実施予定の修学旅行の話題にふれていくことで、生徒たちは学習への興味・関心を高めるこ

とができた。また、発言の内容から集団の抱えている課題に生徒が気付くことができたと考え

る。 

〈展開前段〉 教材「私の班行動の思い出」が、生徒の身近である修学旅行で起こった問題を扱った内容で

あったため、興味を持って教材を読む姿が見られた。そして、教材中にある男子の提案を女子

が受け入れた場面では、生徒もそれぞれの意見をもった様子で、ペアで自分の思いを話す姿が

見られた。 

（展開後段） 教材後半の主人公の気持ちを追究していくことで、主人公が、責任を果たせない後悔や班で

楽しい思い出をつくれなかった悔しさに生徒たちが共感する様子が伺えた。そして、主人公が、

転換点となる場面に立ち返った時に、どうすることができたのかも考えることができ、生徒は

自分の意見をもつことができたと考える。さらに、班活動でホワイトボードを活用し、考えや

理由をまとめ、全体で交流をすることで意見を深める姿が見られた。 

〈終末〉   導入時のアンケートに立ち返り、これからの集団生活をどのように過ごしていきたいのかを

書く活動を行ったことで、これから始まる修学旅行に向けて大切にしていきたい思いや今まで

の学校生活を見直す記述が見られた。 

６ 授業後の生徒の感想 

・ 最初は男女別行動だと、女子の班長も気が楽になると思ったけど、班長が後悔する姿から、みんなで

協力していかないと楽しい思い出はつくれないのだと思った。 

・ 男子の好き勝手さはゆるせないと思った。しかし、もし自分がその場にいたら注意できなかったと思

う。私は、修学旅行での思い出を、後悔で終わらせたくないので、そのような場面になったら注意しよ

うと思う。 

・ 自分のわがままで好き勝手な行動を取ったら、周りに迷惑がかかると改めて思った。やはり、男女の

班で協力していく方が、大変だけど達成感もあるし、楽しい思い出になると思った。１１月の修学旅行

は、みんなで協力して班研修を成功させたい。 

７ 授業のまとめ 

  本学級の生徒は、気の合う仲間同士（特に同性間）になると、つい無責任な行動を取ってしまう場面が

しばしばみられた。また、個人や小集団の無責任な行動が、学年や学級全体に迷惑をかける場面もみられ

た。そこで、男女間においても相手に対する理解を深め、みんなで協力して目標を達成する充実感や個人

の責任を果たす大切さに気付かせたいと考え、本授業を実践した。修学旅行を控えた時期ということもあ

り、本主題に興味をもち、考えを深めていった様子であった。しかし、今回の授業だけでは、生徒の変容

を図ることは難しいため、修学旅行や日常生活の中で、継続的に指導を行う必要があると思われる。 

 


